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◆ キーワード　因幡の白兎／アメリカ先住民の伝承／文化の三角測量／レヴィ＝ストロース

【
第
四
一
回
大
会
講
演
】

ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
口
頭
伝
承
か
ら
「
因
幡
の
白
兎
」
を
再
考
す
る

│
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
に
よ
る
分
析
│

川 

田　

順 

造

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
の
「
文
化
の
三
角
測
量
」

因
幡
の
白
兎
の
挿
話
を
問
題
に
す
る
の
は
、
私
の
恩
師
で
あ
る
ク
ロ
ー

ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
が
、
こ
の
話
を
取
り
あ
げ
、
ア
メ
リ
カ

先
住
民
の
口
頭
伝
承
と
の
比
較
で
、
興
味
深
い
議
論
を
展
開
し
て
お
ら
れ

る
か
ら
だ
。

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
は
、
生
前
よ
く
、
私
が
研
究
方
法
と
し
て

き
た
「
文
化
の
三
角
測
量
」
を
引
き
合
い
に
し
て
、
先
生
に
と
っ
て
の
日

本
文
化
研
究
の
た
め
の
「
ブ
ン
カ
ノ
サ
ン
カ
ク
ソ
ク
リ
ョ
ウ
」（
と
、
い

つ
も
日
本
語
で
発
音
な
さ
っ
て
い
た
）
は
、
か
つ
て
日
本
列
島
も
そ
の
一

部
だ
っ
た
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
の
東
南
部
に
あ
た
る
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
西
部

と
、
日
本
列
島
と
、
一
万
五
千
年
前
ま
で
は
陸
続
き
だ
っ
た
今
の
ベ
ー
リ

ン
グ
海
峡
を
通
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
ヒ
ト
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
移
住
し

て
形
成
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
伝
承
と
の
比
較
だ
と
仰
っ
て
お
ら

れ
た
。

先
生
に
よ
る
因
幡
の
白
兎
の
謎
解
き
は
、
そ
の
三
角
測
量
が
見
事
に
実

を
結
ん
だ
一
例
だ
と
言
え
る
。

内
容
に
入
る
前
に
、「
因
幡
の
白
兎
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
述
べ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
文
献
で
の
初
出
で

あ
る
『
古
事
記
』
で
は
、「
稻
羽
之
素
菟
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
毛
皮

を
剥
が
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
「
白
兎
」
と
す
る
こ
と
自
体
お
か
し
い
と
は
、

す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
指
摘
さ
れ
て
来
た
。
日
本
語
で
は
区
別
が
な
い

が
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
語
と
し
て
区
別
さ
れ
る
野
兎
（lièvre

）
と
家
兎

（lapin

） 

も
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
依
拠
さ

れ
た
、
全
体
と
し
て
優
れ
た
訳
で
あ
る
ド
ナ
ル
ド
・
フ
ィ
リ
パ
イ
の
英
訳

で
は
「
毛
皮
を
剥
が
れ
た
」（naked

）
と
、「
家
兎
」（rabbit

）（
英
語
で

「
野
兎
」
はhare

）
が
混
ぜ
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
う
し
た
こ
と
か
。

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
歿
後
の
二
〇
一
四
年
に
、『
古
事
記
』
の
全

面
的
改
訳
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
た
ギ
ュ
ス
タ
ー

ヴ
・
ヘ
ル
ト
の
訳
文
で
は
「
毛
皮
を
剥
が
れ
た
野
兎
」（a naked hare

）

と
、
適
切
な
訳
語
に
な
っ
て
い
る
。
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ウ
サ
ギ
の
呼
称
と
の
関
連
で
、
こ
の
論
文
の
由
来
に
つ
い
て
手
短
に
触

れ
て
お
き
た
い
。
創
設
に
関
わ
っ
た
広
島
市
立
大
学
国
際
学
部
に
私
が
在

職
中
、
同
じ
学
部
に
着
任
さ
れ
た
神
話
学
者
篠
田
知
和
基
さ
ん
が
、
編
集

出
版
す
る
予
定
の
『
神
話
・
象
徴
・
文
学
』
第
二
巻
に
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト

ロ
ー
ス
先
生
の
寄
稿
を
お
願
い
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
、
手
紙
を
差
し
上

げ
た
と
こ
ろ
、
丁
度
未
発
表
の
論
文
が
あ
る
と
言
っ
て
、
折
り
返
し
送
っ

て
下
さ
っ
た
の
が
、
こ
の
論
文"N

ote sur les versions am
éricaines 

de l ’histoire du lièvre blanc d ’Ibana"

「
因
幡
の
白
兎
物
語
の
ア
メ
リ

カ
版
に
つ
い
て
の
覚
書
」
だ
。
素
晴
ら
し
い
内
容
で
、
た
だ
『
古
事
記
』

を
読
む
の
に
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
が
全
面
的
に
依
拠
さ
れ
た
フ
ィ

リ
パ
イ
の
英
訳
か
ら
の
引
用
に
、
フ
ィ
リ
パ
イ
が
英
訳
に
用
い
た
、
そ
れ

自
体
は
優
れ
て
い
る
古
代
日
本
語
表
記
（
オ
ポ
ク
ニ
ヌ
シ
、
な
ど
現
代
の

日
本
人
に
は
読
み
に
く
い
表
記
）
と
、
フ
ィ
リ
パ
イ
が
付
け
た
参
照
番
号

が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
用
い
な
い
こ
と
を
了
承
し
て
い
た
だ

い
た
。

篠
田
知
和
基
編
『
神
話
・
象
徴
・
文
学
』
第
二
巻
は
、
二
〇
〇
二
年
九

月
に
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
い
た
論
文
を
巻

頭
に
載
せ
て
、
篠
田
夫
人
が
代
表
を
務
め
る
名
古
屋
市
の
楽
浪
書
院
か
ら

刊
行
さ
れ
た
（
私
も
同
じ
巻
に
「
図
像
象
徴
性
研
究
の
た
め
の
予
備
的
覚

え
書
き
」
を
寄
稿
し
た
）。

だ
が
こ
の
論
文
が
、
日
本
の
読
者
に
広
く
読
ま
れ
た
の
は
、
私
が
和

訳
し
た
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
の
日
本
論
を
集
め
た
『
月
の
裏
側
：

日
本
文
化
へ
の
視
角
』L’Autre face de la lune: Écrits sur le Japon, 

Éditions du Seuil, Paris, 2011

に
、
篠
田
知
和
基
編
『
神
話
・
象
徴
・

文
学
』
第
二
巻
か
ら
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
ま
ま
の"Le lièvre blanc 

d ’Inaba"

「
因
幡
の
白
兎
」
と
い
う
表
題
で
、
編
者
モ
ー
リ
ス
・
オ
ラ

ン
デ
ル
さ
ん
が
採
録
し
て
か
ら
だ
（
日
本
語
版
は
中
央
公
論
新
社
刊
、

二
〇
一
四
年
七
月
初
版
刊
行
以
来
四
版
、
ブ
ラ
ジ
ル
向
け
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
を
始
め
、
英
語
独
語
等
、
多
く
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
）。
こ
の

本
は
、
オ
ラ
ン
デ
ル
さ
ん
の
強
い
意
向
で
、
収
録
論
文
の
表
題
の
変
更
が

禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
表
記
等
に
つ
い
て
は
、
訳
者
注
の
形
で
上
記
の

よ
う
な
背
景
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

以
上
の
よ
う
な
但
し
書
き
を
付
け
た
上
で
、
本
稿
で
も
「
因
幡
の
白
兎
」

と
い
う
呼
称
を
、
基
本
的
に
用
い
る
。

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
の
議
論
の
大
枠
を
、
ま
ず
述
べ
よ
う
。

因
幡
の
白
兎
の
話
の
起
源
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
論

じ
ら
れ
て
き
た
が
、
参
照
文
献
に
挙
げ
て
あ
る
、
一
九
八
二
年
に
ド
イ
ツ

の
日
本
学
者
ク
ラ
ウ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
が
発
表
し
た
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

最
も
網
羅
的
な
比
較
研
究
『
因
幡
の
白
兎
：
神
話
か
ら
童
話
へ
』
は
、
現

在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
に
あ
た
る
、
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
起
源
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
の
比
較
も
、
そ
れ
を
基
礎

に
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
先
生
は
、
一
万
五
千
年
前
以
前
、
ベ
ー
リ
ン
グ
地
峡
を
経
由

し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
、
日
本
列
島
人
も
含
ん
で
い
た
に
ち
が
い
な
い

東
ア
ジ
ア
の
住
民
が
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
と
し
て
、
そ
の
後
日
本
で
は
消

滅
し
た
か
、
他
の
多
様
な
要
素
と
結
び
つ
い
て
変
形
さ
れ
た
伝
承
の
古
い
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形
を
、
口
頭
伝
承
の
な
か
に
と
ど
め
て
い
た
可
能
性
を
探
っ
て
み
よ
う
と

な
さ
る
。
そ
し
て
、
八
世
紀
に
な
っ
て
よ
う
や
く
文
字
化
さ
れ
た
『
古
事

記
』
で
は
意
味
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
記
述
を
、
解
釈
し
直
そ

う
と
す
る
。『
月
の
裏
側
』
六
八
頁
の
先
生
の
言
葉
を
引
く
と
、「
あ
た
か

も
、
古
い
墓
の
な
か
の
骨
が
、
も
う
つ
な
が
っ
て
は
い
な
い
が
、
互
い
に

近
い
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
そ
れ
ら
が
一
体
を
な
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
神
話
の
諸
要
素
が
互
い

に
近
接
し
合
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
神
話
に
お
け
る
よ
う
に
、
そ

れ
ら
が
有
機
的
に
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
何
と
胸
の
す
く
よ
う
に
壮
大
な
、
レ
ヴ
ィ

＝
ス
ト
ロ
ー
ス
流
「
文
化
の
三
角
測
量
」
で
は
な
い
か
。

「
ワ
ニ
」
の
解
釈
を
め
ぐ
る
議
論

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
流
「
文
化
の
三
角
測
量
」
に
入
る
前
に
、
で
は

こ
れ
ま
で
日
本
人
研
究
者
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
来
た
の
か
を
、
見

て
お
こ
う
。

『
古
事
記
』
上
巻
に
「
和
邇
」（
此
の
二
字
は
音
を
用
ゐ
よ
）
と
記
さ
れ

て
い
る
も
の
が
、
熱
帯
に
棲
息
す
る
大
型
爬
虫
類
の
ワ
ニ
で
あ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
『
古
事
記
』
研
究
者
は
慎
重
だ
。

岩
波
版
「
日
本
古
典
文
學
大
系
」
1
『
古
事
記　

祝
詞
』（
一
九
五
八
）

の
校
注
者
倉
野
憲
司
氏
は
、「
鰐
、
海
蛇
、
鰐
鮫
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
が
、

海
の
ワ
ニ
と
あ
る
こ
と
と
、
出
雲
や
隠
岐
島
の
方
言
に
鱶
や
鮫
を
ワ
ニ
と

言
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
、
鮫
と
解
す
る
の
が
穏
や
か
で
あ
ろ

う
」
と
控
え
め
な
注
を
記
し
て
い
る
（
九
一
頁
、
注 

三
三
）。
私
も
学
生

時
代
か
ら
島
根
県
へ
は
よ
く
調
査
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
出
雲
で
サ
メ
の

こ
と
を
ワ
ニ
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。

西
郷
信
綱
先
生
は
畢
生
の
大
作
全
四
巻
の
『
古
事
記
注
釈
』
第
一
巻

（
平
凡
社
、
一
九
七
五
）
で
は
、「
八
俣
の
を
ろ
ち
」
に
つ
い
て
「
世
界
の

あ
ち
こ
ち
の
神
話
や
民
間
文
芸
に
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
て
く
る
ド
ラ
ゴ

ン
│
空
想
上
の
神
秘
的
な
怪
物
│
の
一
種
と
み
て
い
い
。」（
三
六
九
頁
）

と
し
て
い
る
一
方
で
、
第
二
巻
（
平
凡
社
、
一
九
七
五
）
の
「
古
事
記
上

巻
の
二
」
で
は
、「
爬
虫
類
の
ワ
ニ
で
は
な
く
鱶
や
鮫
の
類
だ
ろ
う
と
い

わ
れ
る
」
と
、
控
え
め
な
が
ら
、
出
雲
に
棲
息
し
た
実
在
の
動
物
と
し
て

の
推
測
を
し
て
い
る
。

そ
の
論
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、『
出
雲
風
土
記
』（
意
宇
郡
）、

『
肥
前
風
土
記
』（
佐
嘉
郡
）「
此
の
川
上
に
石
神
あ
り
、
名
を
世
田
姫
と

い
ふ
。
海
の
神
鰐ワ
ニ魚

を
謂
ふ
年
常ご
と

に
、
流
れ
に
逆
ら
ひ
て
潜
り
上
り
、
此

の
神
の
所
に
到
る
に
、
海
の
小
魚
多サ
ハ

に
相
従
ふ
。
或
は
人
、
そ
の
魚
を
畏

め
ば
殃マ
ガ

な
く
、
或
は
人
、
捕
り
食
へ
ば
死
ぬ
る
こ
と
あ
り
。
凡
て
此
の

魚
等
、
二
三
日
住ト
ド

ま
り
、
還
り
て
海
に
入
る
」
の
記
載
と
、『
今
昔
物
語
』

（
巻
第
二
三
）
の
「
鰐
ノ
、
目
ハ
鋎
カ
ナ
マ
リ﹇
刃
や
い
ばの
意
﹈
ノ
様
ニ
見
成
テ
、
大

口
ヲ
開
テ
、
歯
ハ
釼
ノ
如
ク
」
だ
（
一
三
頁
）。

こ
の
『
今
昔
物
語
』
の
記
述
は
、
参
河
国
の
相
撲
宗
平
が
、
海
の
入
り

江
で
、
肩
に
か
つ
い
だ
鹿
を
「
鰐
」
と
争
う
話
で
、
校
注
者
小
峯
和
明
さ

ん
は
、「
宗
平
持
タ
ル
鹿
足
ヲ
鰐
ノ
口
ニ
入
ル
ヽ
マ
ヽ
ニ
、
鰐
ノ
頭
ノ
腭あ
ぎ
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ニ
手
ヲ
指
入
テ
」
の
部
分
の
注
で
、「
ワ
ニ
ザ
メ
説
で
は
鰓
を
さ
す
と
み

ざ
る
を
え
ず
、
無
理
が
あ
る
」
と
し
（
岩
波
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」

『
今
昔
物
語
集
』
四
、一
九
九
四
：
三
七
二
頁
）、
こ
れ
に
続
く
記
述
も
、

巻
第
二
九
第
三
一
の
、
新
羅
で
海
に
落
ち
た
虎
と
「
鰐
」
が
戦
う
話
に
共

通
す
る
こ
と
、「
鰐
ハ
物
ヲ
噉く
ひ

テ
ハ
其そ
こ

ニ
テ
ハ
不く
は
ず噉

シ
テ
、
持も
ち
ゆ
き行

テ
必
ズ

己
ガ
栖
す
み
かニ

置
テ
、
其
ノ
残
リ
有
ル
ヲ
亦
返
テ
噉く
ひ

ニ
来
ル
也
」
と
い
う
、
巻

第
二
三
で
続
く
記
述
に
も
、
注
二
五
で
「
ワ
ニ
ザ
メ
に
住
処
が
あ
る
か
ど

う
か
疑
問
」
と
し
て
ワ
ニ
ザ
メ
説
に
は
懐
疑
的
だ
。

こ
れ
ら
の
個
所
、「
東
洋
文
庫
」
版
『
今
昔
物
語
集
四
』（
平
凡
社
、

一
九
六
七
）
の
訳
者
永
積
安
明
・
池
上
洵
一
両
氏
は
、
注
三
八
で
「
獰
猛

な
鮫
の
類
。
ワ
ニ
ザ
メ
」（
八
二
頁
）
と
、
あ
っ
さ
り
断
定
し
て
い
る
。

他
方
、
巻
第
二
九
第
三
一
の
、
新
羅
で
海
に
落
ち
た
虎
と
「
鰐
」
が
戦

う
話
、
お
よ
び
、
巻
第
三
一
第
一
七
の
、
常
陸
国
の
海
岸
に
流
れ
着
い
た

死
人
の
頭
、
右
手
、
左
足
が
な
い
の
は
、「
鰐
」
な
ど
が
食
い
切
っ
た
の

で
あ
ろ
う
と
い
う
記
述
の
部
分
の
校
注
者
森
正
人
氏
は
、
ど
ち
ら
に
つ
い

て
も
、「
ワ
ニ
ザ
メ
が
相
当
す
る
か
」
と
し
、「
鰐
は
漢
籍
、
仏
典
等
に
出

る
が
当
て
ら
れ
る
動
物
は
多
様
」
と
述
べ
、「
本
集
の
本
朝
世
俗
部
の
登

場
例
（
巻
第
二
三
第
二
三
、
巻
第
三
一
第
一
）
に
よ
れ
ば
、
海
に
棲
む
大

型
で
獰
猛
な
魚
類
」（
岩
波
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」『
今
昔
物
語
集
』

五
、一
九
九
六
：
三
六
六
頁
）
と
、
小
峯
説
と
は
異
な
る
解
釈
を
、
だ
が

小
峯
説
ほ
ど
説
得
力
の
あ
る
根
拠
は
示
さ
ず
に
、
述
べ
て
い
る
。

こ
の
個
所
、「
東
洋
文
庫
」
版
『
今
昔
物
語
集
六
』（
平
凡
社
、

一
九
六
八
）
の
訳
者
永
積
・
池
上
両
氏
は
、「
鰐　

わ
に
ざ
め
。
猛
悪
な

鮫
の
類
を
い
う
」（
注
九
一
、一
二
五
頁
と
、
前
記
の
注
と
同
様
、
簡
潔
に

断
定
し
て
い
る
。
巻
第
三
一
第
一
七
の
常
陸
の
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
巨

人
の
、
右
手
、
左
足
が
な
い
の
は
、
鰐
な
ど
が
食
い
切
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
い
う
記
述
（
三
七
頁
）
に
つ
い
て
は
、「
鰐
」
に
注
を
つ
け
て
い

な
い
。

だ
が
逆
に
、
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
以
来
、
日
本
人
の
先
祖
に
は
馴
染
み
の
深

か
っ
た
は
ず
の
ワ
ニ
を
、
出
雲
人
が
直
接
見
た
こ
と
は
な
く
と
も
、
知
識

と
し
て
は
知
っ
て
い
た
か
ら
、
サ
メ
を
ワ
ニ
と
呼
ぶ
習
慣
も
生
ま
れ
た
と

見
る
解
釈
も
、
十
分
に
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。

『
古
事
記
』
よ
り
三
〇
〇
年
前
に
書
か
れ
、『
古
事
記
』
や
万
葉
歌
に
も

影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
中
国
の
『
捜
神
記
』（
東
洋
文
庫
10
、
干
宝
著
、

竹
田
晃
訳
、
一
九
六
四
）
は
、
日
本
で
も
広
く
読
ま
れ
た
が
、
明
の
万
暦

年
間
（
一
六
〜
一
七
世
紀
）
に
編
ま
れ
た
現
存
本
巻
二
、四
二
「
扶
南
王
」

に
も
、
メ
コ
ン
川
下
流
域
に
一
〜
七
世
紀
に
栄
え
た
扶
南
の
王
范は
ん
じ
ん尋が
鰐

を
一
〇
匹
飼
っ
て
い
て
、
罪
を
犯
し
た
者
が
あ
る
と
鰐
に
投
げ
あ
た
え
、

鰐
が
食
わ
な
け
れ
ば
、
ゆ
る
す
こ
と
に
し
て
い
た
と
い
う
話
が
載
っ
て
い

る
（
東
洋
文
庫
版
：
四
一
〜
四
二
頁
）。

私
見
で
は
、
日
本
に
一
三
世
紀
末
の
正
応
年
間
か
ら
あ
る
、
寺
院
・
神

社
の
拝
殿
で
鳴
ら
す
音
具
が
「
鰐
口
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
、
大
型

爬
虫
類
と
し
て
の
ワ
ニ
を
、
日
本
人
が
直
接
見
た
こ
と
は
な
く
と
も
知
っ

て
い
た
証
拠
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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ア
メ
リ
カ
先
住
民
に
学
ぶ
『
古
事
記
』
の
謎
解
き

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
が
挙
げ
て
い
る
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の

伝
承
か
ら
、『
古
事
記
』
の
解
釈
に
新
し
い
光
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
例
を
、

い
く
つ
か
挙
げ
て
見
よ
う
。

「
因
幡
の
白
兎
」
の
物
語
に
は
、
南
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
伝
え
て
い
る

も
の
が
、
き
わ
め
て
近
い
。
敵
対
者
に
追
わ
れ
て
い
る
主
人
公
（
時
と
し

て
女
性
）
が
、
南
米
産
の
ワ
ニ
、
カ
イ
マ
ン
に
、
川
を
渡
し
て
く
れ
と
頼

む
。
ワ
ニ
は
承
諾
す
る
が
、
心
の
な
か
で
悪
事
を
た
く
ら
ん
で
い
る
。
ワ

ニ
は
主
人
公
に
、
自
分
を
侮
辱
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
（
呑
み
込
ん
で
し
ま

う
の
に
、
都
合
の
よ
い
口
実
だ
）、
あ
る
い
は
侮
辱
し
た
と
い
っ
て
責
め

る
、
も
し
く
は
、
無
事
に
到
着
し
た
主
人
公
は
、
ワ
ニ
か
ら
逃
れ
ら
れ
る

と
思
っ
て
、
実
際
に
侮
辱
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
ウ
サ
ギ
が
岸
に
着
く
か
着

か
な
い
か
の
う
ち
に
、
ワ
ニ
を
あ
ざ
笑
っ
て
騙
し
て
い
た
こ
と
を
明
か
す

と
い
う
、
日
本
で
知
ら
れ
て
い
る
類
話
に
最
も
近
い
。

北
ア
メ
リ
カ
に
は
、
は
る
か
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
伝
承
が
存
在
す
る
。

そ
し
て
、
因
幡
の
白
兎
の
物
語
が
冒
頭
を
な
し
て
い
る
、
一
連
の
オ
オ
ク

ニ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
を
め
ぐ
る
物
語
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
兄
弟
と
の
恋
争
い
、

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
課
せ
ら
れ
る
危
険
な
刑
と
そ
れ
か
ら
の
脱
出
な
ど
も
含

む
物
語
に
示
唆
を
与
え
る
伝
承
が
、
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。

ミ
ズ
ー
リ
川
上
流
地
域
に
定
住
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
と
、
野
牛

の
狩
り
で
生
活
し
て
い
た
マ
ン
ダ
ン
族
の
、
あ
る
大
神
話
の
な
か
に
こ
の

挿
話
が
あ
る
。

二
人
の
兄
弟
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
冒
険
を
経
た
あ
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

母
で
あ
る
農
耕
神
の
も
と
に
た
ど
り
着
く
。
二
人
は
こ
の
神
の
も
と
で
一

年
過
ご
し
た
あ
と
、
彼
ら
の
村
に
戻
ろ
う
と
す
る
。
一
筋
の
川
が
、
ゆ
く

手
を
は
ば
む
。
彼
ら
は
角
の
生
え
た
ヘ
ビ
の
背
に
乗
っ
て
川
を
渡
る
が
、

ヘ
ビ
の
力
を
保
つ
た
め
に
食
べ
物
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な

け
れ
ば
皆
、
溺
れ
死
ぬ
恐
れ
が
あ
る
と
ヘ
ビ
が
言
う
。
対
岸
に
た
ど
り
つ

い
た
と
き
、
兄
弟
が
土
手
に
跳
び
上
が
る
と
、
ヘ
ビ
は
兄
弟
の
一
人
を
呑

み
込
ん
で
し
ま
う
。
残
っ
た
一
人
は
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
勧
め
に
従
っ
て
、
ま
が
い
も
の
の
食
物
を
与
え
て
、
う
ま
く
呑
み
込
ま

れ
た
兄
弟
を
助
け
る
。
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
そ
の
天
の
住
み
か
に
二
人
の
兄
弟

を
連
れ
て
行
き
、
兄
弟
は
そ
こ
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
武
功
を
立
て
る
。

一
年
経
つ
と
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
た
ち
は
兄
弟
を
彼
ら
の
村
に
連
れ
戻
し
、
そ

こ
で
毎
年
秋
に
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
敬
う
祭
を
お
こ
な
う
よ
う
に
命
じ
た
。

二
つ
の
点
に
注
目
す
べ
き
だ
。
ま
ず
、
こ
の
神
話
は
、
三
つ
の
く
だ
り

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
一
の
く
だ
り
は
、
農
耕
神
の

も
と
で
の
地
上
の
滞
在
、
第
三
の
く
だ
り
で
は
、
戦
い
く
さの

神
の
も
と
で
の
天

上
の
滞
在
が
語
ら
れ
る
。
第
二
の
く
だ
り
は
、
滞
在
で
な
く
旅
で
あ
り
、

水
の
上
で
展
開
す
る
。

二
つ
目
の
点
は
、
主
人
公
た
ち
の
行
動
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
農
耕

の
神
の
も
と
で
は
、
二
人
の
兄
弟
は
節
度
を
も
っ
て
振
る
舞
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
狩
り
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
っ
そ
り
、
少
し

だ
け
し
か
や
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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一
方
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
所
で
は
、
彼
ら
の
行
動
は
度
外
れ
な
こ
と
が
特

徴
だ
。
ほ
ど
ほ
ど
に
せ
よ
と
い
う
、
再
三
の
忠
告
に
耳
を
貸
さ
ず
、
彼
ら

は
怪
物
に
立
ち
向
か
い
、
殺
す
。
水
は
天
と
地
の
中
間
を
な
す
要
素
で
あ

る
か
ら
、
水
棲
の
蛇
に
対
す
る
二
人
の
兄
弟
の
行
動
も
ま
た
、
節
度
と
度

外
れ
の
中
間
に
あ
り
、
取
引
し
た
り
、
騙
し
た
り
、
嘘
の
約
束
を
し
た
り

す
る
。

こ
の
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
振
る
舞
い
は
、
ア
メ
リ
カ
の
神
話
に
お
い
て
は

論
理
的
に
必
然
の
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
二
つ
の
行
動
か
ら
推
測
で

き
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
ワ
ニ
に
対
す
る
因
幡
の
白
兎
の
振
る
舞
い
で
も

あ
る
。
意
味
の
な
い
些
細
な
要
素
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
メ

リ
カ
の
例
で
は
、
全
体
の
な
か
に
統
合
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
意
味

づ
け
を
も
っ
て
い
る
。

『
古
事
記
』
の
な
か
で
、
因
幡
の
白
兎
の
話
は
「
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
ミ

コ
ト
武
勲
詩
」
と
で
も
言
え
る
物
語
の
、
冒
頭
の
挿
話
だ
。
そ
の
あ
と
の

挿
話
で
語
ら
れ
る
の
は
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
と
の
恋
争
い

で
、
こ
れ
に
敗
れ
た
兄
弟
た
ち
は
、
仕
返
し
に
、
死
に
至
る
よ
う
な
試
練

を
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
に
課
す
る
。
試
練
の
一
つ
は
、
特
に
注
目
に
値
す
る
。

兄
弟
た
ち
は
一
本
の
木
を
切
り
倒
し
、
斧
で
幹
を
裂
き
、
楔
く
さ
びを

打
ち
込
ん

で
縁
を
開
く
。
そ
し
て
弟
を
隙
間
に
入
ら
せ
て
楔
を
抜
き
、
幹
が
閉
じ
て

弟
が
つ
ぶ
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
他
に
類
を
見
な
い
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
甥
ま
た
は
婿
を
亡

き
者
に
し
よ
う
と
す
る
伯
（
叔
）
父
や
義
父
が
登
場
す
る
、
ア
メ
リ
カ
先

住
民
の
神
話
に
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

神
話
学
者
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
が
「
楔
く
さ
びの

試
練
」"w

edge test"

と
名
付
け
た
こ
の
型
の
神
話
は
、
三
〇
ほ
ど
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ラ

ス
カ
山
脈
と
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
西
側
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、

注
目
に
値
す
る
。
オ
セ
ア
ニ
ア
と
、
日
本
と
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
地
域
に

あ
る
、
こ
の
型
の
神
話
に
つ
い
て
、
も
う
一
世
紀
以
上
前
に
、
人
類
学
者

フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ア
ズ
は
、
そ
の
起
源
が
ア
ジ
ア
の
末
端
に
あ
る
と
い
う
結

論
に
達
し
た
。「
楔
の
試
練
」
に
つ
い
て
も
、
他
の
結
論
は
考
え
に
く
い
。

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
兄
た
ち
の
言
い
な
り
に
さ
れ
て
い
た
が
、
兄
た
ち

も
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
も
求
婚
し
て
い
た
王
女
の
好
意
を
勝
ち
取
る
。
こ
の
オ

オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
兄
た
ち
と
の
戦
い
は
、
多
少
の
変
形
は
あ
る
も
の
の
、
世

界
の
神
話
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
普
通
に
考
え
れ

ば
、
こ
の
物
語
に
特
別
の
意
味
が
あ
る
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し

『
古
事
記
』
で
は
、
気
位
の
高
い
渡
し
手
が
登
場
し
、
主
人
公
が
こ
の
渡

し
手
と
取
引
を
し
た
り
、
騙
し
た
り
し
て
、
助
け
て
も
ら
う
と
い
う
挿
話

が
、
こ
の
物
語
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
嫉
妬
深
い
親
族
（
一
人
も
し
く
は

数
人
）
が
出
て
来
る
ア
メ
リ
カ
の
神
話
で
も
、
同
様
の
結
び
つ
き
が
見
ら

れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
う
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
異
伝
は
同
じ
一

つ
の
物
語
に
、
い
く
つ
か
の
モ
チ
ー
フ
の
基
礎
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
モ
チ
ー
フ
は
、
日
本
で
は
、
異
な
っ
た
、
単
に
近
接
し
て
い
る
だ
け
の

物
語
に
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
神
話
で
、
兄
嫁
か
ら
濡
れ

衣
を
着
せ
ら
れ
た
主
人
公
が
、
湖
の
な
か
の
無
人
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ

る
。
彼
は
、
水
獣
の
力
を
借
り
て
、
陸
地
に
送
り
届
け
て
も
ら
う
。
つ
ま
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り
、『
古
事
記
』
で
は
つ
な
が
ら
な
い
（
登
場
人
物
が
同
じ
で
な
い
）
よ

う
に
思
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
あ
れ
こ
れ
と
模
索
が
さ
れ
た
こ
の
結
び
つ
き

は
、
ア
メ
リ
カ
の
神
話
の
な
か
で
、
そ
の
動
機
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

次
ぎ
に
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
武
勲
詩
に
続
く
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

の
も
と
で
起
こ
る
挿
話
に
移
ろ
う
。
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
ア
メ
リ
カ

の
神
話
で
ぴ
っ
た
り
対
応
す
る
神
が
お
り
、
ト
ン
プ
ソ
ン
の
分
類
名
で
は

「
邪
よ
こ
し
まな

義
父
」"evil father-in-law

"

と
呼
ば
れ
る
神
話
に
登
場
す
る
。

最
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
類
話
で
は
、
し
ば
し
ば
社
会
的
に
不
遇
か
、
奇

蹟
的
な
生
れ
方
を
し
た
若
い
主
人
公
が
、
太
陽
の
娘
と
結
婚
す
る
た
め
に

天
界
に
昇
る
。
ス
サ
ノ
オ
は
確
か
に
太
陽
に
関
わ
る
神
格
で
は
な
い
が
、

ス
サ
ノ
オ
が
自
ら
の
た
め
に
選
ん
だ
滞
在
先
や
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
赴
く

場
所
は
、
疑
い
も
な
く
「
別
界
」
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
、
主
人
公
は
目
的
の
場
に
た
ど
り
着
き
、

そ
の
別
界
を
支
配
す
る
者
の
娘
に
出
会
う
。
娘
は
彼
と
の
恋
に
陥
り
、
父

親
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
く
。
父
親
は
結
婚
に
同
意
す
る
が
、
生
き
残
れ

な
い
よ
う
な
試
練
に
遭
わ
せ
て
、
婿
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
す
る
。
日
本

で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
、
主
人
公
は
父
親
に
抗
し
て
夫
の
味
方
を
す
る
若
い

妻
の
呪
力
の
お
か
げ
で
、
死
を
免
れ
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
先
住
民
に
学
ぶ
『
古
事
記
』
の
謎
解
き
（
つ
づ
き
）

日
本
と
異
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
一
連
の
神
話
の
な
か
に
「
渡

し
手
」
の
挿
話
が
、
動
機
づ
け
ら
れ
た
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、

そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
は
、
説
明
が
要
る
。

北
ア
メ
リ
カ
の
神
話
で
は
、
渡
し
手
は
ワ
ニ
（
こ
の
地
域
で
の
呼
び
名

は
「
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
」
だ
が
）
で
あ
っ
た
り
、
ツ
ル
で
あ
っ
た
り
す
る
。

ワ
ニ
は
一
方
の
岸
か
ら
、
他
方
の
岸
へ
と
移
動
す
る
。
ツ
ル
は
、
そ
れ
を

呼
ぶ
者
の
反
対
側
の
岸
に
い
て
、
脚
の
一
本
を
歩
道
橋
の
よ
う
に
伸
ば
す
。

そ
し
て
渡
し
て
欲
し
い
と
頼
む
者
に
、
讃
辞
か
贈
り
物
を
要
求
す
る
。
ツ

ル
が
同
意
し
た
場
合
に
は
、
自
分
の
膝
は
脆
い
の
で
、
膝
に
当
た
ら
な
い

よ
う
に
と
前
も
っ
て
教
え
る
。
讃
辞
か
贈
り
物
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
、

ツ
ル
は
何
も
言
わ
ず
、
膝
は
衝
撃
を
受
け
た
か
の
よ
う
に
折
れ
、
渡
し
て

も
ら
っ
て
い
る
者
は
水
に
落
ち
る
の
で
あ
る
。

ワ
ニ
が
、
良
か
ら
ぬ
た
く
ら
み
と
見
返
り
の
要
求
の
た
め
に
、
渡
し

手
と
し
て
半
分
の
働
き
し
か
し
な
い
よ
う
に
、
ツ
ル
も
頼
ん
だ
者
の
一
部

し
か
渡
さ
な
い
。
ツ
ル
は
い
わ
ば
半
導
体
の
役
割
を
演
じ
る
。
あ
る
種
の

客
は
全
く
安
全
に
運
ぶ
が
、
他
の
者
は
運
ぶ
の
を
中
断
し
、
溺
れ
さ
せ
る

の
だ
。

現
在
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
太
平
洋
岸
に
住
む
、
サ
リ
ッ
シ
ュ
語
を
話
す

先
住
民
の
神
話
の
一
つ
に
、
二
人
（
数
人
の
場
合
も
あ
る
）
の
兄
弟
の
末

弟
が
、
多
く
の
愚
行
を
演
じ
る
物
語
が
あ
る
。
不
用
心
に
も
夕
食
に
招
い

て
し
ま
っ
た
一
匹
の
鬼
に
追
わ
れ
て
、
主
人
公
は
、
と
あ
る
川
の
岸
に
た

ど
り
着
き
、
対
岸
に
見
つ
け
た
ツ
ル
を
呼
ぶ
。
こ
の
ツ
ル
は
雷
神
で
、
主

人
公
は
助
け
て
も
ら
う
た
め
に
過
酷
な
取
引
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

雷
神
は
結
局
、
川
を
渡
し
て
や
る
こ
と
に
同
意
し
、
彼
を
も
て
な
し
、
彼
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と
結
婚
さ
せ
る
べ
く
娘
を
与
え
る
。
そ
の
上
で
、
雷
神
は
主
人
公
が
ま
ち

が
い
な
く
死
ぬ
よ
う
な
い
く
つ
か
の
試
練
を
課
す
る
の
だ
が
、
そ
の
第
一

に
「
楔
の
試
練
」
が
あ
る
。
そ
し
て
主
人
公
は
、
妻
の
お
か
げ
で
そ
れ
を

乗
り
越
え
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
渡
し
手
」
と
「
邪
な
義
父
」
は
、『
古
事
記
』
で

は
隔
た
っ
た
場
所
で
、
別
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
登
場
す
る
の
だ
が
、

ア
メ
リ
カ
の
神
話
で
は
、
同
一
の
人
物
に
な
り
う
る
の
だ
。

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
神
話
と
、
そ
れ
と
比
較
し
た
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
神

話
が
、
ど
の
点
で
似
通
い
、
あ
る
い
は
異
な
っ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
こ

こ
か
し
こ
に
、
同
じ
モ
チ
ー
フ
あ
る
い
は
主
題
の
融
合
が
認
め
ら
れ
る ̶

 

気
位
の
高
い
渡
し
手
、
嫉
妬
深
い
近
親
者
、
邪
悪
な
義
父
、
裂
か
れ
た
木

の
幹
の
試
練
（
そ
し
て
お
そ
ら
く
良
い
忠
告
者
と
し
て
の
ネ
ズ
ミ
）。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
あ
る
い
は
主
題
を
、
日
本
の
神
話
は
並
列
し

て
い
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
神
話
は
一
つ
の
物
語
に
構
成
し

て
い
る
。
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
神
話
の
諸
要
素
が
互
い
に
近
接
し
合
っ
て
い

る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
神
話
に
お
け
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
結

び
合
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

そ
こ
か
ら
、
結
論
と
し
て
何
が
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
の
大
陸
部

に
起
源
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
│
そ
の
痕
跡
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が 

│
神
話
の
一
体
系
が
、
ま
ず
日
本
に
、
次
い
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
こ
と

を
、
す
べ
て
が
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
体
系
は
、
八
世
紀
に
文

字
化
さ
れ
た
日
本
の
神
話
で
は
互
い
に
つ
な
が
り
は
な
い
が
、
物
語
の
な

か
で
は
隣
接
し
合
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
よ
っ
て
、
見
当
を
つ
け

る
こ
と
が
可
能
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
お
そ
ら
く
遅
れ
て
伝
わ
っ
た
た
め

に
、
要
素
間
の
結
び
つ
き
が
よ
り
認
め
ら
れ
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
仮
説

に
立
て
ば
、『
古
事
記
』
に
因
幡
の
白
兎
の
物
語
が
あ
る
こ
と
は
、
偶
然

で
は
な
い
。
そ
れ
に
先
立
つ
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
続
く
挿
話
と
関
係
が
な

い
よ
う
に
見
え
る
に
せ
よ
、
こ
の
物
語
は
そ
れ
な
り
に
一
つ
の
神
話
体
系

に
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
神
話
体

系
の
ア
メ
リ
カ
の
事
例
は
、
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
生
む
こ
と
を
可
能
に
し

て
く
れ
る
。

終
わ
り
に
、
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
に

は
残
念
な
が
ら
生
前
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
本
口
承
文
芸
学
会
の

会
員
で
も
あ
る
小
島
瓔よ
し
ゆ
き禮さ

ん
は
、「
因
幡
の
白
兎
」
の
東
南
ア
ジ
ア
起

源
を
早
く
か
ら
主
張
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
前
記
ク
ラ
ウ
ス
・
ア
ン
ト

ニ
は
僅
か
一
論
文
を
参
照
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
の
研

究
者
で
も
あ
っ
た
高
名
な
東
洋
学
者
高
橋
盛
孝
博
士
の
い
く
つ
も
の
著
作

の
ほ
か
、
ア
ン
ト
ニ
は
全
く
参
照
し
て
い
な
い
、
東
北
ア
ジ
ア
の
民
話
や

物
質
文
化
の
研
究
者
と
し
て
多
く
の
著
書
を
世
に
送
っ
た
山
本
祐
弘
氏
の

数
々
の
研
究
に
も
依
拠
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
東
端
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
の
ギ

リ
ヤ
ー
ク
人
、
コ
リ
ヤ
ー
ク
人
の
間
で
も
、
狐
が
ア
ザ
ラ
シ
を
騙
し
て
数

を
か
ぞ
え
な
が
ら
海
を
渡
る
物
語
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
焼
け
石
を

傷
に
差
し
込
ん
で
熊
を
焼
き
殺
す
コ
リ
ヤ
ー
ク
の
話
も
、
妻
争
い
で
兄
た

ち
が
焼
け
石
で
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
を
殺
す
『
古
事
記
』
の
物
語
に
対
応
す
る

こ
と
を
、
一
九
六
五
年
に
専
任
教
諭
と
し
て
教
鞭
を
取
っ
て
お
ら
れ
た
國
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學
院
大
學
久
我
山
高
等
学
校
の
『
紀
要
』
第
三
輯
（
九
八
〜
一
三
二
頁
）

で
詳
細
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
先
生
の

「
文
化
の
三
角
測
量
」
は
知
ら
ず
に
書
か
れ
た
論
文
だ
が
、
こ
の
「
三
角

測
量
」
の
妥
当
性
を
補
強
す
る
貴
重
な
貢
献
だ
。
こ
の
よ
う
に
先
駆
的
な

研
究
を
な
さ
っ
た
小
島
さ
ん
が
、
私
た
ち
日
本
口
承
文
芸
学
会
の
古
く
か

ら
の
会
員
で
あ
る
こ
と
を
、
誇
り
に
思
う
こ
と
を
つ
け
加
え
て
、
私
の
拙

い
話
を
終
わ
る
。
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